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1

Richard∬ は,そ の時々に応 じて,悲 劇 としての扱いと歴史劇 としての扱いとをほ とんど平

行的に受けてきた。1それはこの劇が,お そらく何 らかの不足や余剰があるにもかかわらず,そ

れで も悲劇 ない しは歴史劇 としての体裁 を有するもの として認め られて きたとい うことであ

る。2ところで,そ うした体裁はいかなる仕組みによって支えられているのであろうか。さしあ

たり,本 論では,こ の劇の悲劇 としての体裁 を支える仕組みの方 を解明するように努めたい と

思 う。

2

最 初 に冒頭 シー ンを見 てみよ う。31.iは 概 ね次 の よ うな展 開 とな っている。 まずRichardが

貴 族 た ちや侍 臣た ちを引 き連れ て登場 し・今 日こそは,Bullingbrookが 過 日彼の ところに持 ち込

んだMowbrayに 対 す る訴 えの是非 を質 す 日であ る として,二 人 を呼 び出す。

  K. Rich. Then call them to our  presence;4 face to face, 
And frowning brow to brow, ourselves will hear 
The accuser and the accused freely speak. 
High-stomach'd are they both and full of ire, 
In rage,  deaf as the sea, hasty as fire.  (15-19)

こ うして,彼 が二 人 の衝 突 に備 えて,聞 き役 の 構 えで待 って いる ところに,い よいよ原告 と

被 告 とが登場 す る。BullingbrookがMowbrayの 罪状 を訴 え,Mowbrayが そ れ を否 認す る,

BullingbrookがMowbrayに 決 闘 の挑戦 を し,Mowbrayが そ れ を受 け る,Bullingbrookが

Mowbrayの 具 体 的 な罪科(そ の最 大 の ものはGloucesterの 暗 殺 であ る)を 摘発 し,Mowbray

が そ の一々 に反駁す る,と い うように,裁 定者Richardの 審 問 に応 じて,あ るいは裁 定者の存

在 に も構 わずに,両 者 は激 しい争論 を繰 り広げ る。そ こでRichardが 調 停 に乗 り出 し,し か し

叶わず,決 闘の 日と場所 を定め て二 人 に出頭 を命 じ,閉 廷 す る。この ように,1.iは,大 筋 とし

て,裁 判 とい ういわば公 式戦 の主催者(organizer)に して審判(judge)で あ るRichardと,
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対決者同士(players)で あるBullingbrookとMowbrayの 二人 との,連 携 ないしは呼応で構成

されている。

ところで,前 以て登場 して準備に当たる側と,そ の準備 に見合 うだけのものを提示す るべ

く登場する側 との連携,そ れはShakespeare劇 のいたるところに認め られるものである。そし

て,今 悲劇 の冒頭 シーンという位置付けでRichardII,1.iを 見ているわけであるが,悲 劇の

冒頭シーンという箇所は,Shakespeare劇 の中でもまた特に顕著にそうした連携ないしはその

変形が,し かも主人公 と副次的人物たちないしは全 くの端役たちとの間に成立 しているのが,

認められる箇所である。(も っとも,そ うした両者の連携が冒頭シーンだけに収まらず,複 数の

シーン1こ亙っている場合 も幾つかある。)しか し,そ こでは,今 の場合 とは登場の順序が全 く逆

になっていて,副 次的人物等が主人公 を取 り込 もうとする悲劇的状況を具体的に表現した り,

あるいは主人公ぱ既に悲劇的状況に陥っているとい う情報を直接的に伝達 したところに,主 人

公がその状況 を背負い込む存在 として自身を提示 した り,あ るいはその状況の具体例を表現 し

てみせた りするために登場する,と いうような連携になっているのが普通である。

さて,そ うした中に置いてみると,RichardII,1.iを 構成 している連携は,役 割分担の逆転

が認め られる特異な存在 というよりは,一 回 り小さいもの,他 と同じ規模では欠如態,と いう

姿を呈 して くる。すなわち,主 人公が何 ら条件の整っていないところにいきな り登場 して,副

次的人物たちと連携 してダ王位にある者の権勢 とでも呼ぶべ きものの表現に当たっている(王

権を行使 して一応裁判の一切 を取 り仕切 ってみせている)と 見えて くる。これは,RichardII,1.i

は主人公の悲劇的運命の始まりを少なくともそれ と位置付けて提示するような仕組みにはなっ

ていないということであ り,取 りも直さず,積 極的に悲劇の冒頭シーンとして作 られたもので

はない,と いうことである。Richard∬ という劇はきちん と最初から悲劇 として始 まっている

わけではない,と 言って しまった方がよさそうである。 こうした始 まり方 と,そ れ と一体 を成

す主人公 と副次的人物たちとの連携のあ りようを,し っか りと押 さえておこう。

3

と こ ろで,Richard∬ は,Richardを 君 主 として始 ま り,Bullingbrookを 君 主 として終 る。

つ ま り途 中に両者間の地位 の交替 があ るわ けであ る。 とした ら,劇 が進行 すれば,ど こかで両

者間の役割 分担 の変化 等 も起 こるので あ ろ うか。RichardとBullingbrookと の 間の葛藤 や彼

らの運 命の変 転 はいかに提 示 され てい き,そ うして,そ の 中,RichardとBullingbrookと の連

携の内容 ない しは質 はいか に変 わって い くのか。 また,そ れは この劇 の悲劇 の構造 にいか なる

作用 を及ぼ して いるのか。 そ うした観 点か ら,劇 の進行 に沿 って シー ン を一つ一つ見 て いこ う。

後の整理 の便宜 と記述 の簡略化 を計 って,当 人 たちが両 方 とも登場す るシー ンはアルフ ァベ ッ

トの大文字 を冠 して記 し,上 の条件か ら外 れ るシー ンは肩文 字付 きの小文 字 を冠 して記 してお

く。(肩 文 字r,b,φ は,順 に,両 者 の うちRichardの み 登場,Bullingbrookの み登場,い ずれ も

登場 せず,を 表 す。)な お,遡 及的 に1.iを(A)と す る。

さて,ま ず(aφ)1.iiで あ るが,裁 判 の シー ン と決 闘の シー ン との間 に挟 まってい るこの短 い

シー ンは,Gloucesterの 暗 殺 は究極 的 にはRichardの 罪 で ある とい う決定 的な情 報 を提供 し

て,だ か ら彼 は裁 定者 として実は極め て複 雑かつ微 妙な立場 にあ ったの だ と,前 の シー ンの補

足説明 をす るとともに,彼 が次の シー ンで再 びその役 割 を果 たす方法 自体 に強 い照 明を当て る
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解 説的 シー ンで ある。5

そ れ を受 け る(B)1.iii.Richardは,Marsha1を 仲 立ち と して,MowbrayとBullingbrook

を迎 えて,決 闘 に臨む二 人が踏むべ き手続 きをすべ て踏 ませ,さ らに申 し出に応 じて それぞれ

の身内等 に対 して別れ の挨 拶 もさせ てや って,い よい よ試合 の開始 を命 じる。 ところが,開 始

を命 じたか と思 うと,す ぐさま中止 を命 じ,二 人に追放の宣告 を下す。 そ うして,追 放者 が立

て るべ き誓 い を二人 に立 て させ て,Mowbrayを 解 放 した後,Gauntに 対 す る思 いや りと称 して

Bullingbrookの 刑 を多少軽減 した上 で,父 子 を後 に残 して退場 す る。 とい うように,や は りこ

こで もRichardは,決 闘 の主 催者(organizer)に して 審判(judge)の 立 場 にふ さわ しく,終 始

対 決 者 同士(players)で あ るBullingbrookとMowbrayの 二 人 を取 り仕 切 って いるので あ る

が,は た して,彼 が そ うした役 割 を果 た している方法 自体が,そ の理 不尽 さゆ えに,非 常 に 目

立つ よ うになってい る。ところで,追 放 の宣 告 を以 てBullingbrookとMowbrayと の 対立 関係

は消滅 した わけで あるが,そ れ をきっか け と して直 ちにRichardとBullingbrookと の敵 対 関

係 が確 立す る とい う運 び方 にはや は り無理 が あるので あ ろ う。後 に残 されたBullingbrookは,

例 え ば主人公 の後 に自 ら残 った悪漢役 の よ うに,恨 みだ とか復讐 の決意 だ とかい うよ うな,直

接Richardに 影 響 が及んで い くような悪感 情 を露 に した りす るこ とな く,あ くまで も追放 の憂

き目に遭 った悲 しみ を表現 す るだ けで退場 す る。

次 の(b「)1.ivは,Bullingbrookが(Mowbrayを 訴 えるこ とで)Richardに 対 して もた ら

した問 題 はす っか り片 付 き,彼 は次 に はIreland人 の 反乱 とい う新 たな問題 に対 処 しよう と

してい る とい うことを,つ ま り,一 つ の流 れの終結 と新 たな流 れの開始 とを伝達 す るシー ンで

ある。(ほ ぼ中間 にあ る`Green.Wel1,he[i.e.BuUingbrook]isgone,andwithhimgo

thesethoughts.NowfortherebelswhichstandoutinIreland,...'(37-38)と い う台詞 は,

い わば この シー ンの要で ある。)

さ て,そ の よ うな シー ンに続 く(c「)II.iで は,ま ずGauntがYorkら と ともに登 場 して,

Richardを 待 ち構 えてい るとい う様子 を見せ る0そ うして,彼 に関す る「予言」と称 して放 埓=

自滅説 を打 ち出すが(31-39),こ れ は主人公 の辿 る運命 の方 向 を示す指標 に他 ならない。6さ ら

に,本 人が登場 した後 もその まま 「予言者 」の態度 を取 り続 けて,彼 こそが病篤 くて国土 を死

の床 として臥 してい るの だ し,退 位 の 身で もあるのだ と断言す る(91-108)。Gauntが 言 うべ

きこ とを言 い尽 くし,す なわち,果 たすべ き役割 をす っか り果 た して,退 場 し,そ の死 を告 げ

る知 らせ が もた らされ る と,RichardはIrelandの 戦 争 の費用 として彼 の財 産 を没収す る意志

を明 らかにす る。Yorkは,ま ずそれ を何 よ りも相 続 人であ るBullingbrookに 対 す る権 利の蹂

躙 と評 し,さ らにRichard自 身 の王位 を否 定す る行為 と換言 し,そ うして,断 行 すれば必ず そ

の 身に危難 を招 くこ とと して,そ れ を前以 てRichardの 運 命 の 中に位 置付 ける(201-5)。

(YorkはGauntの 後 に残 って,「 予 言者」 の役 割 を引 き継 いで いるわけで ある。)し か しRich-.

ardは そ の 意 志 を翻 すつ も りの ないこ とを明 らか に して退 場 し,後 にNorthumberlandを 始

め とす る貴族 たちが残 る。彼 らはBullingbrookに 対 す る同情 とRichardに 対 す る批判 を口々

に表明す る(224-69)。 つ ま り二 人 を天秤 に掛 けて いる,と い うか,RichardとBullingbrook

と を対極 的関係 にあ る者 たち として しっか りと位 置付 けて いるわけで ある。 そ うして,彼 らは

届 いてい る とい う知 らせ を披 露す る側 とそれ を聞 く側 とに分か れて,し か しいずれの側 に回 っ

た者 も既 に彼 らが表 現 に及 んで い るとお りBullingbrookの 味 方 であ る とい うこ とをあ らため

て確認 し合 った上 で(274-76),だ か らあ くまで もBullingbrook側 の 目を以て,す なわ ち非常
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に喜 ば しきこ と,あ るいは望 ま しきこ ととして,Bullingbrookの 帰 国の事 実 と彼 らのRichard

か らの離 反の意志 とを伝 達 して退場す る。

ようや くRichardの 運 命 の方 向 と彼の致命 的な過 ち とが示 され たわけであ るが,し か し,そ

れ らは 「予言者 」の鋭 い 目と容 赦の ない 口を通 して明 らか にされ たので あって,主 人公 の運 命

の下 降 を嘆 き悲 しむ者の 同情的 な 目や 口を通 して示 されたわ けでは ない。 そ うした悲劇的視 点

が導入 され るのは次の シー ン(dφ)II.iiで の ことで ある。 そ こで も,や は りBullingbrookの 帰

国お よび貴族 た ちのRichardか らの離反 とい う出来事 と,さ らにその対策 のため に必要 とされ

る者た ちの不在 と死去 とい う状況 とが,II.iの 形 に多少変化 が加 えられて,知 らせが その場 に

もた らされ るとい う形 で伝達 され るようになってい るの であ るが,そ こでは,Richardを 送 り出

した後晴 らす術 もない とい う悲 しみにつ いて語 るQueen(1-40)と,彼 の 留守 に王 国 を支 え

るべ く残 され た身であ る(`HereamIlefttomderprophis[i.e.Richard's]land'(82)7)と

は っきり表 明するYorkと が,ま さにRichardの 愛妃 あるいは彼 の代行 者 とい う資格 に おいて知 ら

せを受 ける仕組 みになっていて,彼 らの 目を通 して,同 じ出来事や状況 が非常 に不 幸なこ と,つ まり,

もはやBullingbrookの 運 命 の上昇 の兆 しなどでは な くて,あ くまで もRichardの 運 命 の下 降

の兆 しとして伝達 され るの であ る。8王者 の没落 こそは,悲 劇 の伝統 的 ・古典 的 な主題 であ るが,9

流 れ の切 り替 わ りの伝達,目 指 す方向 の表示,決 定 的な敵対関係 の確 立,そ して悲劇 的視 点の

導入,と い う一連 の手続 きを以 て,劇 はRichardの 失 墜 と滅亡 を,Bullingbrookの 昇 進 と繁 栄

を下敷 として,描 き始め る準備 を完全 に整 えたの である。

4

(eb)II.iii.帰 国 した とい うBullingbrookは,こ の シー ンにな って ようや く登場 す る。彼 は

Northumberlandに 伴 われて登場 し,そ れ にその息子HarryPercy,さ らにRossとWillough-

byを 加 えて,結 局Richardか ら離反 した者 たちを背後 に従 えた状 態で,ま ず は使 者のBerkeley

を,そ してつ いにはYorkを 迎 える。Berkeleyが,彼 は 王権代行 者 としてのYorkの と ころか

らBullingbrookの ところへ 遣わ され た使 者で ある と表明す ることで,結 局 はYorkがBulling-

brookの と ころ に登 場 す る資格 を前 以 て 明 らか に して い るの で あ るが(76-78),登 場 した

York自 身 も,彼 はBullingbrookに 叔 父 として対 してい るので はな くて,あ くまで もRichard

か ら王権 を預 か ってい る者 として対 してい るのだ とその 資格 をは っ き りと表 明 して,さ らに

Bullingbrookの 行 為 に 「反逆 」の名 を与 える。

  Bull. My gracious  uncle— 

  York. Tut,  tut  ! 

Grace me no grace, nor uncle me no uncle. 

I am no traitor's  uncle,  ... 

Com'st thou because the anointed King is  hence  ? 

Why, foolish boy, the King is left behind, 

And in my loyal bosom lies his power. 

  Bull. My gracious uncle, let me know my fault, 

On what condition stands it and  wherein  ?
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  York. Even in condition of the worst degree, 
In gross rebellion and detested treason. 

                                         (85-88, 96-98,  106  —9)

これは,直 接 的 な もので はな くて,代 行者 の介在 が認め られ るが,し か しRichardとBulling・

brookと の 第一 回 目の対決,と い うか,も っ と正確 に言 えば,Bullingbrookに 対 す るRichard

の(無 駄 な)抵 抗 であ る。結果 はRichard側 の あっ けない抵抗解 除(Yorkの 中立宣言(158-

59))。 そ して,最 初 の抵抗 を難 な くかわ したこ とに勢 い を得 て,Bullingbrookは 自分 の方 か ら,

も うYorkを 自分 の側 に取 り込 んだ形 で,Richardの 側 に対 して先制攻 撃 を仕掛 ける(Richard

の 取 り巻 きを退 治す る)意 志 を表 明す る。以上がII.iiiの 粗 筋で ある。 ところで,大 雑 把 に言 う

と,こ のシー ンは,Bullingbrookの と ころにRichard側 の 人物 が登場す る とい う構 造 になって

いる。無論Bullingbrookが 登 場 者 と真正 面か ら向か い合 いや り合 ってい るとい う対 話の形 が

備 わっての こ とであ るが,彼 がRichard側 の 抵抗 を撥 ね付 ける とい う意味 の源泉 は,や は りそ

の構造 に求め られ よ う。

さ らに,Richardが 頼 み としてい るWalesの 軍 勢 も解散す るこ とになった とい うこ とを伝達

す る(fφ)II.ivと,Bullingbrookが 確 か にRichardの 取 り巻 きの撲滅 を実行 してい る とい うこ

とを示 す(gb)III.iと を経 て,(h「)III.ii.い よ いよRichardが 登 場す るわけであ るが,先 行

す る三 つの シー ンの作用 に よって,彼 は知 らぬ ままに既 に二敗 ない しは三敗 を負 うて しまって

いる者 とな ってい る。それ にもかかわ らず,Bullingbrookに 対 す る王位 ゆえの優越 性 につ いて

滔 々 と語 ってい る ところに,上 の三つ のシー ンで扱われ た出来事 を内容 とす る知 らせ を もた ら

す人物 た ちが登場 す る。この よ うな構 造 を以 て,III.iiは,RichardがBullingbrookに 敗 北 の屈

辱 をま とめ て一 遍 に味 わわ されて,王 としての権威 と自覚 を揺 さぶ られ,つ い には完全 に絶望

感 に打 ちのめ され る,と い うこ とを表現 す る もの となってい るので ある。

さて,そ の よ うな表現 を以てRichardとBullingbrookの 葛 藤 の筋 が一段落 した ところに設

け られてい るのが(C)III.iiiで あ る。 まずBullingbrookが 味 方 を引 き連 れて登場 す る。彼 の

軍勢 がた また まRichardの 籠 ってい る城 に到 着 した とい う設定 の もので あるが,し か し,そ の

登場 は何 といって もRichardの 登 場 を迎 え るため の もので ある。彼 はRichardと の衝 突 を想 定

しなが らも(54-57),そ の 構 え を示 す こ とは抑 え,ち ょうど1.iでRichardが 彼 とMowbray

を迎 え る際 に見せ たの と全 く同 じ観察 の構 え を見せ て,Richardに 存分 に激 しく振舞 わせ てや

ろ うとす る。

  Bull.  .  .  . 
Be he the fire, I'll be the yielding water; 
The rage be his, whilst on the earth I rain 
My waters —on the earth, and not on him. 
March on, and mark King Richard how he looks. (58-61)

そして,Richardが 上舞台に登場す ると,そ の登場の描写に当たるが,そ のためには,彼 の前

に立っている自分たちを太陽の行 く手を遮る意地の悪い雲に比えることさえも辞さない。(もっ

とも,さ すがに悲嘆の念を表現することはYorkに 任せているけれども。)一方,こ のように し

て迎 えられ るRichardも,大 敗 を喫 して王 としての誇 りを完全 に喪失 しているとされているわ
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けで,も う使者 を相手 として冒漬行為 が国土全体 にもた らす災いを予言するとい う形で しか

Bullingbrookに 太刀打 ちせず,1°彼の要求 を全面的に容れることを申し出て,ひ としきりは自
の

身のふが いな さを嘆 き悲 しんでみせ るが,や がてBullingbrookの 指 示 を仰 ぎ,そ の指示 に従 っ

て己が身 をPhaetonに 準 え なが ら下舞 台 に降 りる とい うよ うに して,転 落 とい う意味 と形 を与

えるよ うに演技 を尽 くしなが ら,王 権 の実質 的放棄 で ある無条件 降伏 をす る。RichardとBul-

lingbrookが 連 携 して一つ の シー ンを築 くの は1.iお よ び1.iii以 来 の こ と(た だ し,一 対 一 で

対等 に連携 す るのは これが初め て)で あるが,こ こではBullingbrookが 儀 式 の主催 者役(or-

ganizer)の 方 を,そ してRichardが 演 技者 役(player)の 方 を受 け持 って,11今 こそ,両 者

は,主 人公 の悲劇 的運命 の決定的段 階の提示 とい うスケー ルの事 業 に共 同 して 当たって いるの

であ る。なお,こ の シー ンの末尾 は,RichardのBullingbrookに 対 す る譲位 の意志表示 とな っ

ていて,譲 位 の シー ンへ の架 け橋 とで も呼ぶべ き機 能 を果 た して いるのであ るが,間 に(iφ)III.

ivと い う短 い解 説的 シー ンが挾 まってい て,前 後 に亙 って提示 され るRichardの 不 幸 を,国 家

の秩 序 とい う枠 組 みの中に位 置付 けて,統 治 者 としての職務 を怠 った以上 自業 自得 であ る とし

なが ら も,再 びQueenの 胸 の悲 しみ とい う濾過装 置 にか けて,や は り同情 に値す る もの として

まとめて い る。12

さて,そ の譲位 のシー ン(D)IV.iは,(生 きた姿 の)RichardとBullingbrookが 両 方 とも

登場す る最後 の シー ンで ある。Bullingbrookが,1.iに お いてRichardが 果 た したの と全 く同

じ裁定者の役 割 を果 た して,Gloucesterの 殺 害の罪 を糾弾す る側 とされ る側 との争論 に一応 の

片 を付 ける。この ように して,彼 が王権 を先取 りして行使 してみせ た ところに,ま ずYorkが 登

場 して,彼 自身 はっ き りと表明 してい るよ うに(107-8),RichardとBullingbrookと の 間 に

立つ使 者 とい う資格 において,前 者 か ら後者へ の王位 の譲渡 を言葉 の上で完 了させ る。 しか し,

無 論,こ れ で済む はず はない。なぜ な らば,こ の劇 はRichardの 悲 劇 なのだか ら。主人公 で あ

る彼 が その よ うな決 定 的 な段 階 の 提 示 に 直接 関 わ らず して済 む はずがな いの だ。13そ こで,

Richardを 敗 者 に仕立て て とう とう譲位 に まで追 い込んだ,そ の意 味に おいて まさに譲位 とい

う儀式 の仕 掛人 であ るBullingbrookが,こ こ では先程 よ りもまた さらにずっ と積極 的 な主 催者

役(organizer)と な って,Richardを 演 者(player)に 見 立て て,衆 目の前 で譲位 を演 じさせ

るべ く,彼 の登場 の段取 りをつ け る(`FetchhitherRichard,thatincommonviewHemay

surrender...'(155-56)。14Richardが わ ざわ ざ登 場す る以上,た だBullingbrookに 王 冠 を譲

り渡 して退場 す る とい うわけに はいか な い。彼はBullingbrookの 手 を借 りて,ま ず何 よ りも悲

しみの表現 に携 わ り,そ れ を思 いの ままにす る権 利 まで放 棄 してはい ないはずだ と主張 す る。

  Bull. I thought you had been willing to resign. 
  K. Rich. My crown I am, but still my griefs are mine. 

You may my glories and my state depose, 
But not my griefs; still am I king of those.  (190  —  93)

そ して,彼 の 自己破 壊 の過程 として見 るよ うに促 した上 で(`NowmarkmehowIwillundo

myself...'(203)),よ うや く,し か も暫 くかか って,そ の手 に王 冠 と王 笏 を王権 の一 切 と

ともに譲 り渡す が,そ れで は まだ足 りず,Northumberlandが 無 理 に も押 し付 けよ うとす る彼

自身の罪の弾劾文 とい う 「台本 」 を拒否 し,そ の替 わ りにBullingbrookに 鏡 とい う 「小道具 」
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を調達 して もらって,15自 分 の顔 を映 してい る鏡 を粉々 に砕 いて,破 滅,と い うか,む しろ自滅

を形 に表 して見せ,し か もその意味(`themoralofthissport'(290))を 解 説 しさ えして,譲

位 の意味 を徹底 的 に視覚 化 した ところで,Bullingbrookに 対 して退場 の指示 を仰 ぎ,そ の手配

に従 って,London塔 に護送 され る身 とい うこ とに なって退場す る。なお,Bullingbrookも 程

な く貴族一 同 を引 き連 れて退場す るので あ るが,そ の後 に残 った人物 た ちの対話 は,彼 に対す

る陰謀 の発 生 を主題 とす るもの で,一 段 落 して さ らに文 字通 りカタ(「 形」としたいのだが,今

の場合,「 片」もまた当て嵌 まる〉が付 い た葛藤 の筋 の再開 を予告す るとい う機能 を果た して い

る。

5

とい うわ けで,新 段 落 冒頭 を飾 る(j「)V.i.こ の シー ンは,RichardがBullingbrookの 意 向

の変化 に よって北 国Pomfretに 転 送 され て行 くとい うこ とを,つ ま り,王 の脱 け殻 とな った身

(`KingRichard'stomb',(12))が 新 王か ら受 ける屈辱 を,彼 とQueenと の別離 と絡 ませて哀

愁 た っぷ りに描 き伝 え るもの であ る。(な お,Richardは,Bullingbrookの 新 しい意向 を携 えて

登 場 したNorthumberlandを わ ざわ ざBullingbrookの 道 具 として位 置付 け(55-56),さ らに

彼 らの 間の断絶 を予 言 して いる。)

そ れ に続 く(kφ)V.iiと(lb)V.iiiは,Bullingbrookに 対 して企 て られ た陰謀 の発 覚 を,

v.iと は対 照的 に家庭 騒動的 な滑稽 さを以 て扱 ってい るので あるが,ま ずv.iiは,下 に見 られ

るよ うに,

   York. . . . 
To Bullingbrook are we sworn subjects now, 
Whose state and honor I for aye allow. 

  Duch. Here comes my son Aumerle. 
              [Enter  A  UMERLE  .] 

 York. Aumerle that was, 
But that is lost for being Richard's friend; 
And, madam, you must call him  Rutland now. 

 (39-43)

YorkはBullingbrook側,AumerleはRichard側 で ある と,父 子 が それ ぞれ付 いてい る側 を

確 認 した上 で,Yorkに よ るAumerle味 の 陰謀 の発 見 を提示 す る もの とな って いる し,ま

た,V.iiiは,BullingbrookがAumerleを 許 して持 ち込 まれ た家庭騒 動 に決着 をつ ける とい う

ところでは終 って はいな くて,彼 が一 味 の処 分 を断固 として指 示 し,許 してや ったAumerle

に は今後 の忠誠 をしか と命 じるとい うとこ ろまで きちん と提示す るもの となってい るので あっ

て,二 つの シー ンを貫 くものは,あ くまで も,Richard側 の あるいは巻 き返 しの最後 のチャ ンス

ともな り得 たか もしれ ない ものがBullingbrook側 に よって完全 に潰 され るとい う筋で ある。

これ まで幾度 か,あ る人物 がRichard側 な のかBullingbrook側 なのか とい うことをわざわ ざ

取 り立 てて伝達 す るため の台詞 の存在 に言及 して きた。 その都度述べ て きたよ うに,そ の よ う

な台詞 があ って こそ,各 シー ンはRichardとBullingbrookの 勝 負 を一つ 一つ提 示す る もの と
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なっているの だ し,ま た,両 者の葛藤 こそ,(悲 劇 として見 るにせ よ,歴 史劇 として見 るにせ よ)

この劇 の筋 となってい るの だか ら,そ の ような台 詞 が 各 シー ン を,そ して この劇 全 体 を,構

造 的 に支 え るもの として どれ程 重 要 なも の であ るか とい うこ とはい くら強調 して も構 わ ない

と思 うが,終 幕 間際 に ある(mφ)V.ivと い う非 常 に短 い シー ン は,ま さに その よ うな 台 詞

`Exton
....IamtheKing'sfriend,andwillridhisfoe.'(11)を エ ッセ ンス として いて,そ の

語 り手 は彼 個人 としてで はな くて,確 か にBullingbrookの 味 方 と してRichardが 幽 閉 され て

いるPomfretに 赴 くの だ とい うこ とを伝達 す るため の シー ンで あ る。さ らに,そ うした シー ン

を受 けるこ とで,(n「)V.vは,元 来,Richardの 身 がBullingbrook側 の 者 た ちに襲 わ れて,

それ こそ初 め ての勇気 あふれ る抵 抗 に もかかわ らず,つ い に滅ぼ され る とい う意味 を持 つ よう

な構 造 に整 え られてい る(Richardの と ころにExtonを 始 め とす る暗殺者 たちが登場す る)の

で あるが,そ こで も,彼 らの登場 の直前 に あらため て彼 らの付 いてい る側が確認 され る ように

なっていて(`Keep....SirPierceofExton,whoLatelycamefromtheKing,commands

thecontrary,'(100-1)16),そ の 構造 の意味が決 して瞹昧 にな るこ とが ない ようにな ってい

るの である。なお,当 然 なが ら,そ の意味の伝達 を以て,RichardとBullingbrookの 葛 藤 の筋

は完結す る。

そ して,最 終 シー ン(E)V.vi.ま ずBullingbrookがYorkや そ の他の貴族 た ち とともに登

場 し,反 逆 者 た ち,す なわ ちRichard側 の 者 たちに関す る最新情 報 を待 ち望 む とい う構 えを示

す。 この よ うに して迎 える態勢が整 え られ た ところに,次 々 と処刑 の報告 を携 えた り,生 き残

りとされ る人物 を連行 した りして,NorthumberlandやPercyら が 登場 し,っ いには,Richard

自 身 の亡骸 を収 めた とされ る棺 を運 んで,Extonが 登 場 す る。Bullingbrookは その一 々 に対 し

て反応 を示 す ことで,登 場者 たち と共 同 して,Richard側 に付 いた者た ち とRichard自 身 の終

末 の確認 に 当た って いるわけで あるが,Richardの 死 とい う最 も重要 な情報 に対 しては,そ の殺

害 の行為 をBullingbrook自 身 と国土 とに対 して罪 と汚 れ を もた らした もの と評 し,深 い哀悼

の念 を表 明 し,棺 を見送 って行 くため に一 同を指揮 して葬列 を整 える,と い う反応 を示 す。彼

はここで も葬 送 とい う儀 式 の主催者役(organizer)を 受 け持 って いる と言 って よい。 な らば,

Richardは,と 言 うと,Bullingbrookの ところに棺 の形 で 「登場 す る」 彼は,Bullingbrook

に よ って悲 しみ悼 むべ きもの とい う意 味 を付与 して もら うべ く,死 を形 を以て 「提示 す る」役

であ る。(`displayer'と で もしよ うか。無論,Extonが,Bullingbrookへ の 棺 の献 上 とその中

味 の説明 とい う行 為 に よって,そ れ を代 理的 に果 たすの であ るが。)こ うした両者 間の連携,す

なわ ち主 人公の死 を悲 劇的終末 として提示す るとい う共 同事 業 を以 て,こ の劇 は,確 か に悲劇

として終 って いるので ある。17

s

これ まで観 察 して きた こ とを整理 しよ う。Richard∬ とい う劇 に は,始 め と中間 と終 りに

RichardとBullingbrookが 両 方 とも登場す るシー ンが あって,そ れ らは順 に,Richardに よ る

王権 の行使(A-a-B),王 権 の実質 の放棄 と象徴 の譲渡(C-i-D),彼 の ための葬送(E)を

扱 って いる。 そ して,そ の 間には,二 人の うちいず れか しか,ま たは いず れ も,登 場 しない シ

ー ンが並 んで いて
,RichardとBullingbrookと を,単 純 な言 い方 をして しまえば,被 害 者 と加

害者 とい う関係 にある者 た ち として位 置付 けた上 で(b,c,d),両 者 の葛藤 を,ま ず はRichard
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がBullingbrookの 勢 力 に押 され て王位 を根 拠 とす る誇 りを粉 々 に砕 か れ る とこ ろまで(e-

h),さ らにはRichardの 身がBullingbrookの 味 方 によって滅 ぼ される ところまで(j-n),と
コ

いうように,前 後二段階に分けて扱 っている。要す るに,主 人公の悲劇的運命の前段階 と折 り返

しと締め括 りを提示する三種の儀式的シー ンと,そ の間を繋 ぐ,主 人公の運命の下降を提示す

る,準 備段階付 きの二部構成のシーンの流れ。その ような構造 を以て,Richard∬ という劇

は,Richardの 運命 を悲劇的に描き上げているので ある。

注

1因 み に
,こ の 劇 は,作 者Shakespeareの 生前 単 行本 の形 で 出版 さ れ た際 に は(Q1(1597),Q2(1598),Q3

(1598),Q4(1608),Q5(1615)),`THETragedieofKingRichardthesecond/Second'と い う表題 を 与 え

られ て い たが,彼 の死 後 一冊 本 の 全 集 が編纂 さ れた 際 には(F1(1623)),`ThelifeanddeathofKingRichard

theSecond'と 表 題 を改 め られ て`HISTORIES'の 部 に収 め られ た。確 か に,当 時 は,`tragedy'だ とか`history'

だ とか い う語 の 意 味 は そ れ ぞれ に今 日 よ り もず っ と広 か った よ うだ し,関 連 して,ジ ャ ンル の 区 別 も相 当 に緩

や か だ っ た よ うだ,と い うこ とは見 過 ごす わ け には い か ない が,し か し,上 の二 通 りの分 類 法 が,こ の 劇 が 単独

的 に捉 え られ る際 と,Shakespeare劇 全 作 品 とい うコ ンテ クス トの 中 で捉 え られ る際 とに,ま ず 認 め られ る特 徴 な

い しは性 質 を反 映 す る もの で あ る とい うこ とは,お そ ら く間違 い あ る まい。(See,e.g.,LilyB.Campbell,

Shakespeare'sHistories:MirrorsofElizabethanPolicy(1947;rpt.London:Methuen,1980),pp.8-17.)な お,

Shakespeare劇 の 古版 本 につ い て は,AFacsimileSeriesofShakespeareQuartos,70vols.,issuedunderthe

supervisionofT.Otsuka(Tokyo:Nan'Un-Do,1975);TheFirstFolioofShakespeare:TheNortonFacsimile,

preparedbyCharltonHinman(NewYork:W.W.Norton,1968)を 参 照 す る。

2な お,近 ご ろ,こ の 劇 に お け る悲 劇 的 な面 と歴 史劇 的 な面 との絡 ま り具 合 い につ いて の論 考 も見 られ る。

(E.g.,MichaelQuinn,"`TheKingIsNotHimself":ThePersonalTragedyofRichardII,'StudiesinPhilology,

55(1959),169-86;JohnR.Elliott,Jr.,`HistoryandTragedyinRichardII,'StudiesinEnglishLiterature,

1500-1900,8(1968),253-71.)

3Shakespeare劇 の テ クス トは
,G.BlakemoreEvans,ed.,TheRiversideShakespeare(Boston:Houghton

Mifflin,1974)を 使 用す る。

4こ こで 命 令 を受 けた とさ れ る人 物 が退 場 す る
。つ ま り,諸 版 の基 となっ て い るQ1やF1で は,例 えば`Exit

Attendant'の よ うな ト書 きが省 略 され て い るの で あ る。(SeeStanleyWells,ed.,KingRichardTheSecond:

TheNewPenguinShakespeare(Harmondsworth:PenguinBooks,1969),p.55;p.163.)さ ら に付 言 す れ ば,

そ の退場 はBullingbrookた ちの 登場 の予 告 と して 機 能 し,そ して それ を受 け る残 りの 四行 余 りは,彼 らの 対決

の いわ ば プ ロ ロー グ と して機 能 す る ので あ る。(そ の よ うな 台詞 につ い て は,拙 論 「シ ェ イ クス ピ ア劇 の 台詞 の構

造 一 人物 の登 場 ・退場 を背 景 とす る台 詞 につ いて一一 」(『人文 研 究 』 第70輯(小 樽 商 科 大 学,1985年)所 収)

で 詳 し く論 じた。)

5既 にThomasofWoodstockが 上 演 され て い た にせ よ
,い なか った にせ ようGloucesterの 死 に 関す る歴 史

的事 実 が 当 時 の観 客 の常 識 と な って い たか も しれ な い とい うこ とは容 易 に想像 され る。 しか し,た とえ常 識 で あ

った として も,そ の 情 報 が,わ ざわ ざ,し か も上 の よ うな シー ン の配 列 の 中で 提 供 され て い る とい うこ と は,

Shakespeare劇 の情 報 伝 達構 造 の 特 色 を成 す 重要 な事 実 で は な いだ ろ うか。(SeeMarkRose,Shakespearean

Design(Cambridge,Mass.:HarvardUniv.Press,1972),pp.143-44.)

6な お
,彼 は,そ の 「予 言 」の後 暫 くEnglandの 賛 美 に当 た るが(40-56),そ の 誇 るべ き国土 が(Richard

の放 埓 のせ い で)今 や 恥 辱 に まみ れ て い る と嘆 くこ とで(57-68),話 題 の 飛躍 に収拾 をつ け る。こ うした,Richard

の行 為 や 運 命 等 を 国家 的 空間 ない しは歴 史 的 空間 の 中 に位 置 付 け る よ うな工 夫 は,劇 の要 所 要 所 に認 め られ る

が,そ れ は この 劇 の歴 史 劇 と して の体裁 を支 える仕 組 み と言 って よ いだ ろ う。(SeeElliott,pp.266-71.)

7YorkがRichardとBullingbrookの い ず れに 対 して も等 し く叔 父 とい う位 置 に あ る とい うこ と もあっ て,

今掲 げ た ような台詞 は非 常 に 重要 な意 味 を担 っている。な お,彼 が こう した台 詞 を語 りな が らもや は り二 人の 甥 た ち
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駒

の 間 を激 しく揺 れ動 く気 持 ちを示 した り,あ るいは わ ざわざ こ うした台 詞 を語 って馬 鹿正 直 なまで に忠 誠 を尽 くして

みせ た りす るところ は,確 か に滑 稽 な ので あっ て,つ ま り,こ うした台詞 は彼 の 滑稽 さ を形成 す る要 因 として も働 い

て い る とい うこ とは一 応 認 め て お きた い。(SeeWells,pp.32-33;PhyllisRackin,`TheRoleoftheAudience

inShakespeare'sRichardII;'ShakespeareQuarterly,36(1985),277‐79.)

8そ の 仕 組 み に 関 して は
,拙 論 「シ ェイ クス ピア劇 の情 報構 造 情 報 の 受 け皿 」(『情 報研 究 』第7号(文

教 大 学,1986年)所 収)で 詳 し く論 じた 。

9SeeAristotle
,OntheArtofPoetry,trans.T.S.Dorsch(Harmondsworth:PenguinBooks,1965),

Chapter13.

1° この 予 言 は
,後 のCarlisleの 予 言(rV.i.136-49)と 同様 に 歴 史 と い う座 標 軸 を導 入 す る機 能 を果 たす が,

主 人公 自身 が そ う した機 能 を有 す る台 詞 の語 り手 とな っ てい る とい うこ とは,登 場 人物 同士 の(劇 全 体 の 中 で の)

導 携 と い う観 点 か ら して も非 常 に興 味 深 い こ とで あ る。
"SeeLeonardF .Dean,`RichardII:TheStateandtheImageoftheTheater,'PMLA,67(1952),216;

PeterUre,ed.,KingRichardII.・TheArdenShakespeare(1956;rpt.London:Methuen,1978),p.lxxix.

lzSeeRose
,loc.cit.

13と い うか
,Yorkの 登 場 とそ れ に続 く一 連 の 対話 は,本 来,裁 判 の部 分 と譲位 の部 分 との連 結部 と して 機能

す る もの な の であ るが,Elizabeth女 王 の生 前 に は,上 演 は ともか くと して(SeeAndrewGurr,ed.,King

RichardIL・TheNew(ambridgeShakespeare(Cambridge:CambridgeUniv.Press,1984),pp.9-10.),少 な

く とも印刷 に おい て は,譲 位 の部 分 が 削 除 され て しま った の で,Qq1-3で は,本 来 の連 結 部 を以 て譲 位 が完 了 し

た とい うこ とに な って い るわ け で あ る。

14Cf .Ure,pp.lxxxi‐lxxxii.

15Cf .JohnDoverWilson.ed.,KingRichardII.・TheNewShakespeare(1939;rpt.Cambridge:Cambridge

Univ.Press,1976),p.212.

16こ のKeeperの 台詞 は
,Holinshedが 伝zるRichardの 毒 味 役 の 言葉 をか な り忠 実 に再 現 す る もの とな っ

て い る。(SeeGeoffreyBullough,ed.,Narrativeandz)ramaticSourcesofShakespeare,Vol.3(London:

RoutledgeandKeganPaul,1960),p.413.)

17言 う まで もな いが
,歴 史劇 と して の終 りを否 定 して い る わけ で は毛 頭 な い。

                              Synopsis 

 Richard II, I. i, which shows Richard's dealing with a trouble which has originated from 

Bullingbrook's accusation against Mowbray, does not properly function as the opening 

scene of a tragedy, for it introduces the hero without showing the germ of his tragic  for 

tune in any shape or form. Thus, Richard II does not begin as a tragedy: it is only after  an-

nouncing the settlement of the aforementioned trouble (I. iv), showing Richard's infringe-

ment on Bullingbrook's rights as his fatal error (II. i), contrasting Richard with Bul-

lingbrook to establish an antagonistic relationship between them (II. i), and introducing 

a tragic  view  point which defines the former as the so-called injured party (II.ii) that 

the play finally begins to treat  'The life and death of King Richard the Second' in 

the manner of a  `Tragedie'. 

 It is noteworthy that while the story of this play centers on the process of the conflict 

between Richard and Bullingbrook, there are few scenes in which they appear together. In 

fact, it is just those scenes in which only one or the other or neither of them appears that 

deal with this process. Broadly speaking, such scenes make up two series, namely, I.  iv  — 

III.ii and V. i —v: these series of scenes show the initial and latter movements of the con-
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flict, concluding with Richard's loss of his kingly pride and his loss of  life,,respectively.(Prop-

erly. speaking, since  I.  iv  —II.  ii form, as indicated above, a preparatory stage  for  dealing with 
the whole process of the conflict, it is only the rest of the first series, i.e.,  II.  iii  —III.ii that 

shows the initial movement.) In these series of scenes, those speeches informing which of 

the two parties certain characters side with are very important, for in these scenes Richard 

and Bullingbrook never meet in person, and so at least one of the participants in the 

confrontation shown in each scene is a representative. In II. iii, for example, York has no 

sooner confronted Bullingbrook, saying  `... I am no traitor's  uncle,  ... the King is left 

behind, And in my loyal bosom lies his  power, than he confesses his weakness, professes 

himself neutral, and at last accepts Bullingbrook's request that he should go  with him to 

extirpate Richard's favorites. It is also remarkable that Exton, who murders Richard in 

V.v, not only declares himself to be  'the King's  [  i.e. Bullingbrook's] friend' in the pre-
vious scene (V. iv), but is also introduced specifically as one  'who Lately came from the 

King' just before he enters to assault Richard in the very scene. Thus, taken overall, these 

series of scenes show nothing less than the sequences of defeats inflicted upon Rich-

ard by Bullingbrook. 
 The scenes in which Richard (or the coffin containing his body) and Bullingbrook appear 

together are the opening pair of scenes  (I  -iii), the central pair of scenes (III.  iii - IV. i), 

and the last scene (V. vi). (I. ii and III. iv are short choric scenes which provide information 

necessary to understand the scenes before and after them.) In contrast to the scenes dealing 

with the process of  i the conflict, these (pairs of) scenes are all ritualistic, and show  Rich-

ard's exercise of his kingly power upon Bullingbrook and Mowbray, his surrender of 

 it to Bullingbrook, and his death mourned by Bullingbrook. In other words, these (pairs 

of) scenes show the preliminary stage, turning point, and conclusion of Richard's tragic 

fortune highly theatrically. It can be said that in each of these ritualistic scenes  Richard 

and Bullingbrook (alone or  together  with Mowbray) act in concert  with  each other. In the 

cases of the central pair of scenes and the last scene, Richard (himself or physically 

represented by the bearer of his coffin) acts the role of a  'player' or that of a  'displayer' and 

gives a concrete and symbolic form to each stage of his tragic fortune. He is assisted by 
Bullingbrook, who acts as the  'organizer' of each ritual so that Richard may play spectacu-

larly or so that his death may be formally mourned. In a word, they act together perfectly 

as a tragic hero and his antagonist. (For the latter can be defined as the  'organizer' of 

the misfortunes of the former.) This is in contrast to the cases of the opening pair of 

scenes, in which Richard acts as the  'organizer' and  'judge' of a match, and Bullingbrook 

and Mowbray act as the  'players' in it. 
 In sum, Richard II has three ritualistic (pairs of) scenes and two series of scenes running 

between them. It is with this basic structure that the play presents the conflict between 

Richard and Bullingbrook as the tragic fall and death of Richard, rather than the rise to 

power of Bullingbrook.

(文教大学情報学部助教授)

一141一


